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Ⅰ．はじめに
水泳は，非日常的な空間でもある水の中で行わ
れる運動であるため，これまでに経験したことの
ない身体運動を伴うことから新たな運動形態の形
成が求められている．背泳ぎの最も大きな特徴
は，伏し浮き姿勢を基本姿勢とするクロール・平
泳ぎ等とは異なり，背浮き姿勢が基本姿勢となっ
ている泳ぎ方であることを，挙げることができ
る．
学習指導要領では，背泳ぎの学習は中学校１・
２年次に必修の学習内容となっているが，小学校
５・６年の水泳の学習内容は，クロールおよび平
泳ぎの習得が主要な学習目標となっている１）．水
泳の学習過程に視点を置いてみると，背浮きの学
習は小学校３・４年段階の「浮く・泳ぐ運動」に
おける，背浮きの学習に遡らなくてはならない．
すなわち，背浮き姿勢の学習から背泳ぎの学習を
通覧すると，背浮きから背泳ぎの学習の系統性に
ついては，他泳法と比較してやや断続的な系統を
辿っているのではないかと思わざるを得ない．
そのため，小学校３・４年で背浮き姿勢が十分
に身についていなければ，中学校における背泳ぎ
の学習に大きな影響を及ぼすことは容易に想像で
きる．このことは，実際，小学校３・４年段階で
は，「浮く」運動よりも面かぶりクロールなどの
「泳ぐ」運動が重視される傾向があることから，
より現実的な課題であると思われる２）．このよう
な状況を鑑みながら，中学校では「背泳ぎ」の効
果的な学習指導を構築することが求められている
のが現状である．
本研究においては，背泳ぎの背浮き姿勢が十分
に取れない生徒に対して，背泳ぎの段階的な学習
内容や指導法と，学習のつまずきや難易度の飛躍
性等について検証し，より効果的な学習指導過程
や指導法を明らかにしたいと考えた．
Ⅱ．研究の目的
本研究では，小学校までの背浮きの学習水準を
勘案しながら，必要と考えられる背泳ぎの学習内
容や指導方法の検討を経て展開し，背泳ぎの技能
面および泳力面の変化や成果について調査・分析
することによって，背泳ぎの効果的な指導法を見
出すことを目的とした．
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要約：　学習指導要領において背泳ぎは，中学校第1，２学年の学習内容として取り扱われてい
る．しかし，小学校の学習内容として背泳ぎは，過去には取り扱われた時期もあり，その後削除
された経緯があるが，現在では学習上効果的である場合には取り扱ってもよいこととなっている
ものの，学習内容として記載されてはいない１）．その意味では，浮く・泳ぐ運動の学習段階にお
ける背浮きや背浮きで進む学習以来，中学校段階に至るまでに背浮きから背泳ぎまでの学習の系
統性が，十分に定着しているか否かは懐疑的である．
　そこで，本研究では「背浮き感覚」，「背浮きで進む感覚」を味わわせながら「背泳ぎ」の学習
への効果的学習の道筋を見出すことを目的とした．そのため，背浮きおよび背浮きで進む感覚を
つかませることを学習の基礎内容として，その上で背泳ぎのストローク，キック，リズムといっ
た学習内容を加えて背泳ぎの学習過程を設定し，背泳ぎ習得までの進展性を検討し，背泳ぎ指導
の有効性を検証した．その結果，２～３の知見が得られたので報告した．
竹内　隆司，赤羽根　直樹
2
Ⅲ．研究内容・方法
１．授業づくりの基本的立場の整理
a．中学校における背泳ぎの位置づけ
中学校では，第１，２学年において「泳法を身
に付ける」ことをねらいとして，手・足・呼吸の
バランスがとれた背泳ぎの習得が求められてい
る．図１（『水泳指導の手引き（三訂版）』．2014．
文部科学省）によれば，この段階において初めて
背泳ぎを学習することが位置づけられている．
b．背泳ぎの学習内容の明確化
『水泳指導の手引き（三訂版）』（2014．文部科
学省）に掲載されている「背泳ぎの動きの例」
（表１）を参照し，背泳ぎの習得に向けて，どん
な動きを身につけることが必要になってくるのか
を明確にした．
背泳ぎについては，「両手を頭上で組んで背中
を伸ばし，水平に浮いてキック」「肘を肩の横で
60～90度程度曲げたプル」「手・肘を高く伸ばし
た直線的なリカバリー」「プルとキックに合わせ
た呼吸」と示されている．これらのことを指導内
容に加え，一定の到達基準を設けた．
また，背泳ぎを中学校で初めて経験する生徒が
ほとんどであることを鑑みて，小学校新学習指導
要領の水泳運動でも強調されている「もぐる・息
を吸ったり吐いたりする（バブリング・ボビン
グ）」といった水中の感覚づくり」や「ストリー
ムライン（けのび）を軸とした，浮く・進む感覚
づくり」，また，「泳法を分習しての動きづくり」
なども学習内容として扱うこととした．
２．検証授業
背泳ぎの位置づけ・学習内容の検討を踏まえ，
本研究においては，「浮くこと」を基礎内容とし
て，ドリル学習を設定することと，「背浮き」か
ら「ストローク・キック」の習得をねらっての学
習過程を編成した．それを各時間の学習課題とし
て，生徒たちと共有し，１時間のねらい＝学習目
標として設定することとした．
a．対象・期日
平成29年６月～７月にかけて，長野県のH中
学校２年生水泳選択者（男子11名・女子18名 計
29名）を対象に７時間行われた．授業は教職歴
23年のベテラン男性教諭が行った．
b．授業計画
（１）領域の特性
水泳は，全身運動であり，キックやプルのタイ
ミングやそれらに合わせた呼吸のリズムなどの動
きの構造を理解することが必要となる運動であ
る．力任せに泳いでも，疲労が増すだけで，長く
泳いだり，タイムを向上させたりすることは困難
で，効率よく体を動かすことが必要な運動であ
る．また，水中に顔をつけていることが多いため
に自分の動作を確認しにくい．
（２）学習のねらい
リラックスした状態で正しい背浮き姿勢をと
り，背泳ぎを正しく泳ぐことができる．
（３）単元の指導計画
①各時間の学習課題
渡邊ら（2007）は中学１年生女子を対象に三泳
法（クロール，平泳ぎ，背泳ぎ）の実践を行い，
図１　「水泳系」領域の内容とねらいの概略図
表１　背泳ぎの動きの例（2014．文部科学省）
背　泳　ぎ
小学校第５学年
及び第６学年
中学校第１学年
及び第２学年
・両手を頭上で組んで，背中を
伸ばし，水平に浮いてキック
・肘を肩の幅で60～90度程度
曲げたプル
・手・肘を高く伸ばした直線的
なリカバリー
・プルとキック動作に合わせた
呼吸
中学校第１学年
及び第２学年
・肘を伸ばし，肩を支点にまっ
すぐ肩の延長線の小指側から
のリカバリー
・肩のスムーズなローリング
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三泳法のタイムが密接に関係していることを明ら
かにすると共に，各泳法を織り交ぜて練習するこ
との必要性を報告している．
このことをふまえ，背泳ぎの学習に重点を置き
つつも，三泳法の基本的内容を盛り込んだ学習課
題（表２）を明確にし練習を行わせた．
②技能向上に向けたドリルの工夫
図２は，本単元で行ったドリルメニューであ
る．呼吸に関わる水中感覚・浮く，進む感覚・泳
法の基礎となる動きづくりを考えた内容とした．
伏臥位で行うクロール・平泳ぎを，全身の力を抜
いて浮くことができるようにしながら，泳ぎの動
きづくりを行う目的がある．これは，仰臥位で行
う背泳ぎに向けた浮くこと・泳ぐことの感覚や動
きづくりの前段階として重視したメニュー配列と
なっている．
このドリルと前段の学習過程においては，「自
力で浮くこと」を強調して，学習計画を構想して
いるため，浮くための補助具は使用しないように
している．それは，浮くための補助具を使って浮
くことに慣れ，自分自身の浮力を生かして浮く感
覚を習得できずに学習を終えてしまう可能性を考
慮したためである．
併せて，本研究を行ったH校は，生徒数の多い
大規模校であることから，限られた場所（空間）
にあっても，授業効率の向上と運動量の確保も期
待し，「運動量の増加」と「感覚づくりや技能の
向上」といった効果と，背泳ぎの習得の促進を企
図したものである．生徒にはドリルカードとして
持たせ，「なか」の段階において使用させた．
③指導の実際
授業は表３の指導計画によって行われた．オリ
エンテーション１時間，学習１（ドリル，クロー
ル・平泳ぎの復習、背泳ぎの基本技能）３時間，
学習２（背泳ぎの基本技能の習得）３時間，まと
め・泳力チェック１時間の計７時間実施した．以
下にその概要について記す．
第１時は，オリエンテーションを行い，学習の
見通しを持たせると共に，ドリルの内容と方法お
よび１時間の学習の流れについて確認した．
第２時では「背浮き」について説明し，実際に
プールで試してみるという時間とした．ここで
は，「体の力を抜き，仰向けで浮くことを意識し
よう」ということを強調した．また，ペア学習を
取り入れ，「背中と腰に手をそっと添える補助の
仕方」を指導し，沈んでしまいそうな場合は，補
助をするように助言をした．また前半の泳力
チェック①を実施した．
第３時では，背浮き中に「沈んでしまう時の動
き」と「上手に浮いていられる時の動き」を確認
し，体をくの字に曲げないこと・両手が頭上に
あった方が良いこと・顔の向きについての動きの
ポイントを確認した．
２時，３時ともに資料動画を用いて解説を加え
ながらの学習指導を実施した．
第４時では，頭上に手を入水させるエントリー
について確認した．また，左右のストロークのリ
ズムについて「片方ずつ順番でかくこと」，「肘を
伸ばすこと」と「肩の横で肘を曲げての水のかき
（プル）」について，陸上・水中において立位姿勢
表２　各時間の学習課題
各時間の学習課題
第１時 オリエンテーション
第２時
体を水平にして背浮きに挑戦してみよ
う！
泳力チェック①
第３時
背浮きのポイントを習得し，手のかきを
やってみよう！
第４時
手のかき方のポイントとリズムを意識し
て泳ごう！
第５時
手のかきとやさしいバタ足で，泳ぎのリ
ズムを作ろう！
第６時
自分ができないところを意識して泳ぎ込
もう！　①
第７時
自分ができないところを意識して泳ぎ込
もう！②
泳力チェック②
図２　本単元において使用されたドリルカード
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行い，次に背浮き姿勢の状態で水の中で行った．
背浮き状態をペアに補助してもらいながらのスト
ローク練習から，一人で行うストローク練習を
行った．
第５時では，第４時に行ったストロークについ
ての復習を実施すると共に，膝を曲げすぎないで
行う脱力した状態のやさしいキック（バタ足）に
ついて学習を行った．特に，キック時に「体全体
を力まずに動かすこと」を強調した．
第６時・７時は学習の仕上げとして，第２時～
第５時に学習した内容に沿って，自分自身の課題
をペアや教師のアドバイスから把握し，その課題
に沿った自由練習の時間を設けた．まとめとし
て，25mを使っての背泳ぎの技能チェックを実施
し，学習を終了した．
Ⅳ．分析の方法及び結果
１．分析の方法
a．背泳ぎの技能評価基準
表４は，背泳ぎ技能の習得状況を捉えるための
基準表である．この基準表は，「バックストリー
ムライン（背浮き姿勢）が取れること」と，「ス
トローク（プル－リカバリー）とキックをリズム
よくできること」に焦点を絞って筆者らが作成し
たものである．
これらは，表１に示した「各泳法の動きの例」
にある「両手を頭上で組んで背中を伸ばし，水平
に浮いてキックすること」や「プルとキックに合
わせた呼吸」ができていないと，出現しない動き
の形態であると考えて設定したものである．
観察・評価は，授業前半の第２時と後半の第７
時の２回実施した．生徒が１人ずつ25mを順番
に泳ぎ，それを授業者が表４の基準表に照らし観
察・評価することで技能の習得状況を確認した．
観察・評価結果の有効性を統計学的に明らかにす
るため，JavaScript-STAR正確二項検定１×２，
およびt検定により判定した．
（１）技能評価の段階別人数の変化
表５は背泳ぎの技能評価の結果である．授業前
半と後半の人数の変化を見てみると，技能評価A
の生徒は０人から11人に増加していた．同じく，
技能評価Bの生徒も６人から18人に増加してい
た．一方，技能評価Cの生徒は23人から０人に
表３　指導計画
段階 学習内容・学習活動
はじめ（１）
○オリエンテーションを通して，２学年の
「背泳ぎ」の学習の見通しをもつ．（体育
館で行う）
・単元の進め方　・ドリル確認　・コース
学習
○１時間の学習の流れ
・体操→課題確認→ドリル→背泳ぎ追究→
泳ぎ込み
　→着替え→本時のまとめ
なか（５）
学習１　ドリル・クロール・平泳ぎの
基本技能を復習したり，背泳ぎの基本
技能を習得したりしよう．
○背泳ぎの学習に向けて，リッラクスした
状態で，ストロークを意識したクロール
について復習する．
○同じく，リラックスした状態で浮き，カ
エル足とプルとキックのタイミングを意
識した平泳ぎについて復習する．
○背泳ぎの習得に向けて，背浮き＝バック
ストリームラインを練習し，基本的なス
トロークについて学習する．
学習２　背泳ぎの基本技能を習得し,
フォームやタイムを意識したり，長く
ゆったり泳いだりすることができる．
○背泳ぎのストロークを中心とした，基本
技能を習得し，「より安定したフォーム
で泳ぎ」「速く泳ぐ」「長い距離を泳ぐ」
といった，コース別学習行う．
まとめ（１）○泳力チェック（フォームチェック）をす
る．
○振り返り
表４　背泳ぎの技能評価の観点
評価
段階
評価の観点
A
バックストリームライン（背浮き姿勢）を
作り，手足をリズムよく動かし25m以上，
背泳ぎができる。
B
バックストリームライン（背浮き姿勢）を
作り，手足をリズムよく動かし背泳ぎがで
きる（25m以下）。
C
背泳ぎの泳法を身につけつつあるが，バッ
クストリームラインまたは手足のリズムが
とれない。
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減少していた．背泳ぎの技能向上の有効性につい
て確かめるため，正確二項検定１×２（両側検
定）を行った．その結果，技能評価AおよびBの
生徒数が授業の前半と比較していずれも有意（p
＜.01）に増加していた．また，技能評価Cの生
徒数は有意（p＜.01）に減少していた．
このことから，今回の背泳ぎの実践は，生徒の
技能向上に効果があったと推測された．
（２）技能評価の段階別人数の変化
一方，表５は技能評価別人数の全体的な変化を
まとめたものであり，技能評価A～C段階の生徒
が実際にどのように変化したかについて明らかに
したものではない．そこで，授業前半の技能評価
でA～C段階であった生徒が，後半どのように変
化したのか表６にまとめた．
その結果，前半技能評価A段階の生徒は０人
であった．前半技能評価B段階の生徒は６人いた
が，後半４人がA段階に上がり，変化なしが２
人であった．また，前半技能評価C段階だった生
徒は23人いたが，後半７人がA段階に，16人が
B段階にいずれも上がった．全体としては，29人
中27人が１または２段階向上し，変化なしが２
人であった．また，技能評価段が下がった生徒は
いなかった．
（３）技能評価段階別得点の変化
上記技能評価の段階別人数の変化を統計学的に
検討するため，A段階を３点，B段階を２点，C
段階を１点として技能評価段階を得点化し各段階
の平均得点を算出した（表７）．t検定の結果，C
段階の生徒および全体の伸びが高く，両者共に有
意（p＜.001）に向上していた．
また，B段階の生徒の変化には有意傾向（.05
＜p＜.10）が見られた．
以上のことから，今回の背泳ぎの実践は技能向
上に有効であったと考えられる．特に，C段階の
生徒の向上が顕著であったことから，技能の低い
生徒にとって有効であったと推察された．
（４）生徒の授業後の感想から
以下は，単元前技能評価C段階から単元後にB
段階に向上したT生の感想である．この感想は，
特に技能が低い生徒の気持ちを代表していると思
われるため，掲載した．
背泳ぎは手（ストローク）を上手く回すことが
できなかったけど，水に任せるようにして，リズ
ムを考えながらやった．背浮きは，沈まないよう
に，腕を頭の横につけるようにして基本姿勢を考
えてやった．沈むと思って足や手を動かしてしま
う時が多かったので，友だちに補助をしてもらい
ながらやった．手をかく（ストローク）時は，リ
ズム考えながらやった．最初は，できなかった背
泳ぎが少しずつできるようになってきて，スト
ローク・バックストリームライン・キックが少し
ずつ身についてきた．なかなか上手く泳げなかっ
たけど，少しずつ続けて手をかけて（ストローク
ができて），うれしかった．
T生の感想からは，単元を通して，それぞれの
技能ポイントが意識されて学習が展開されたと理
解することができる．特に，ストローク・水に浮
くこと・リズム・基本姿勢の重要性が理解されて
いたことがわかる．十分な満足感を得てはいない
ものの，ストローク・バックストリームライン・
キックの習得を実感し，できる喜びが味わえたと
推察された（写真１参照）．
表５　背泳ぎの技能評価人数の変化
評価段階
授業前半
（第２時）
授業後半
（第７時）
p値
A  0 11 .001＊＊
B  6 18 .022＊
C 23  0 .000＊＊
※n29，単位：（人）　＊＊：p＜.01　＊：p＜.05
表６　技能評価の段階別人数の変化
前半 後半
評価段階 人数 A B C
A  0 0  0 0
B  6 4  2 0
C 23 7 16 0
※n29，単位：（人）
表７　技能評価段階別得点の変化
評価段階 前半得点 後半得点
p値
A 該当者なし 該当者なし
B 2.00 2.50 .076＋
C 1.00 2.35 .000＊＊
全体 1.21 2.38 .000＊＊
※n29　＊＊：p＜.01　＋：.05＜p＜.10
竹内　隆司，赤羽根　直樹
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Ⅴ．まとめ
本研究では，小学校までの背浮きの学習水準を
勘案しながら，必要と考えられる背泳ぎの学習内
容や指導方法の検討を経て展開し，背泳ぎの技能
面および泳力面の変化や成果について調査・分析
することによって，背泳ぎの効果的な指導法を見
出すことを目的とした．そのため，「浮く」感覚
をドリルによって強化しつつ水泳の基礎感覚や基
本動作の習得を図ると共に，毎時間の課題を明確
にし，「背浮き・バックストリームラインづく
り・ストローク及びキックの習得・リズムにのっ
た泳ぎの習得」といった学習過程を大切にした段
階的な指導を行った．授業の有効性については，
授業前半および後半に授業者による観察・評価を
A，B，Cの三段階で行った，観察・評価基準は，
背泳ぎの動きの例（2014．文部科学省）を参考に
筆者が作成した．観察・評価結果は正確二項検定
１×２，およびt検定により検討した．
その結果，次のことが明らかになった．
１） 背泳ぎの授業の結果，授業前半の技能評価
では29人中23人（79.3％）の生徒がCで
あったが，後半の技能評価ではCの生徒は
一人もいなかった．反対に，技能評価Bの
生徒は前半６人（20.7％）であったが，後
半では18人（62.1％）に増えていた．同様
に技能評価Aの生徒は前半一人もいな
かったが，後半では11人（37.9％）に増え
ていた．検定の結果，いずれも有意に増加
または減少していた．これらの変化は，背
泳ぎの技能向上を示唆するものであり本実
践の成果と考えられた．
２） 個々の技能評価の変化を検証した結果，前
半の技能評価がCだった生徒23人のうち，
後半Aになった生徒が７人，Bになった生
徒が16人であった．また，前半Bだった
生徒６人のうち，後半Aになった生徒が
４人，Bのままだった生徒が２人であった．
これらを得点化し，その平均点の変化につ
いて対応のあるt検定を実施した結果，前
半Cだった生徒の後半の伸びがBに比べて
大きいことがわかった．このことから，特
に技能が低い生徒の泳力向上に有効であっ
たと考えられた．
以上のことから，本実践は，中学生になって初
めて背泳ぎを学習する生徒が徐々に背泳ぎの技能
を高める上で有効であることが確認できた．なか
でも，背泳ぎの技能が低い生徒に有意な指導方法
であると考えられた．授業後の感想からも，多く
の生徒が徐々に技能が向上していく喜びを味わっ
ていたことが推察された．
本研究では，背泳ぎの基本技能向上のためのド
リルや学習課題を明確にした段階的指導が，初歩
的段階にある生徒の技能向上に有効であることは
確かめられたが，約６割の生徒は25m未満に止
まっていた．本研究で実践した学習過程をさらに
検討し，技能習得率の向上をさらに心掛けたい．
また，浜上ら（2015）が大学生を対象に行った
研究では，背泳ぎ→クロールの順に学習する方
が，クロール→背泳ぎの順に学習するよりも双方
の泳力が向上したことを報告している．このこと
をふまえ，今後の背泳ぎの学習を考えた時，小学
校中学年における「背浮き」や高学年における
「背泳ぎ」の積極的な導入についても，検討する
必要がある．
注
１）学習指導要領においては，昭和24年の小学
校学習指導要領（試案）の中で教材例として
示されたことがある．しかし，次に公示され
た昭和33年の学習指導要領では表記されて
いない．これ以降，小学校５，６年生の水泳
ではクロール・平泳ぎが学習の中心に示され
てきている．
２）「浮く」ことの学習内容を正しく捉えられず
に，泳法中心の授業を展開するケースが考え
られる．小学校では，体育を専門とする教師
ばかりではないことも起因する．クロール等
の泳法中心の授業を受けてきた場合は，当然
「背浮き」の習得が不十分のままに，中学校
写真１
7背泳ぎの技能向上に関する実践的研究
に進学してくることになる．
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